
 

 

 

 

生活科学科 3 年生（服飾手芸選択生 12 名）は、この 1 年間、さまざまな手芸品を製作

しながら縫製や編み物、刺しゅうなどの技法を学んできました。 

 2学期には編み物に挑戦し、かぎ針編みと棒針編みの基礎を学習しました。さらに学習を

深めるため、冬休みにマフラーの製作に取り組みました。 

 １．５ｍもの長さをコツコツと編み、フリンジをつけて、世界に１つしかないマフラーが

完成しました。このマフラーで、まだまだ寒い冬も元気に過ごせそうです。 

 私たちは間もなく卒業を迎えますが、これまで身につけた技術を卒業後の生活に生かして

いきたいです。 

 


